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新百合ヶ丘で生まれた作品
―― �ミュージカル『ねこはしる』について

お聞かせください。
　詩人で童話作家の工藤直子さんの作品
に『のはらうた』という素敵な詩集があるの
ですが、その詩集をもとに脚本を書いたこ
とがあり、同じく工藤さんの作品である『ね
こはしる』も気になっていました。
　ある時、『ねこはしる』を原作のままお芝
居にした公演を見て、これはミュージカルに
出来ると思い、2003年に昭和音楽芸術学
院ミュージカル科の卒業公演でやったのが
最初です。その後もたびたび再演を重ねて
きました。
　川崎市アートセンターでは、今まで様 な々
ミュージカル作品を上演してきましたが、こ
の新百合ヶ丘で生まれた『ねこはしる』を、
10周年の節目にもう一つ発展させたいと
お話をいただきました。そこで今回は広く呼
びかけてオーディションを行い、新しいメン
バーを迎えました。
　劇団四季に所属していた方や、東宝
ミュージカルに出演している方、以前に『ね
こはしる』で主役を演じた役者も何人かい
ます。出演して何年も経っていても、この作
品をやることになると、また演じたいと皆が
言ってくれるんですよ。

ほのぼのした話の裏にある深さ
―― �役者たちも惹かれるこの作品の魅力は？
　この作品は、登場する色んな動物たち
が、実に生き生きとしています。その主人公
たちが住んでいる野原の世界のお話で、人
間は出てきませんが、観終わってみると実
は人間のことを描いているのだと分かる、
大変よくできた寓話です。
　まったく童話的な世界ですけれども、ほ
のぼのとした感じかなと思って見ていると、
衝撃を受けるような深い内容の話です。そ
こがこの作品の魅力でしょうね。
　『ねこはしる』の「はしる」は、永遠に向
かって走っていくという、そんな意味が込め
られているのです。
　音楽も全てオリジナルで、昭和音楽大学
で教鞭をとり、地元の市民コーラス団体「あ
さおポップコーラス」を主宰されている西村
勝行さんに、初演から手掛けてもらってい
ます。西村さんはミュージカルの分野に多く
のキャリアがある方で、実に的確な音楽を
つけてくださいます。毎回公演ごとにアレン
ジを加えてきましたが、今回も役者に合わ
せて新たな一面が加わる予定で、本番の
音楽は全て生演奏です。

命について考える
―― �どんな方にご覧頂きたいですか？

昭和音楽大学ミュージカル
「ねこはしる」

2011年4月公演より

　子どもから大人まで
多くの方に観ていただ
きたいですね。子ども向
けの作品ですから、もち
ろんお子さんに楽しん
でいただけますが、「こ
れが 子ども向けの作
品？」と思うくらい内容
は深いです。子どもと一緒に観て、命につい
て語りあうことができるような、そういう作品
です。
　そして、演劇はライブですから毎回必ず
違います。昨日観た舞台より今日観た舞台
の方がきっと良い。時には失敗したというこ
とも勿論ありますけれども、それはそれで魅
力なんですよ。そして音楽も、録音でやった
のではライブの面白さが伝わらない。やっ
ぱり演奏も含めて、「今日はなにか違うぞ」
という雰囲気が必ずあります。だから、何回
も観に来ていただきたいですね。実際に、
公演に何回も足を運んでくれるリピーター
も多いんですよ。

和製ミュージカルの良さ
―― �この作品にかける意気込みをお聞

かせください。
　この地で生まれた『ねこはしる』ですが、川
崎市アートセンターでの上演は初めてです。

ふじた あさや プロフィール 
東京生まれの疎開世代。早稲田大学演劇専修在学中に福田善之と『富士山麓』を合作。放送作家を経て劇団三十人会を皮切りに劇作家・演出家として活躍。日本
演出家協会理事長をはじめ、芸団協・日本劇団協議会・日本劇作家協会・児演協など演劇関係団体の役員、昭和音楽大学特任教授を歴任。現在、アシテジ（国際
児童青少年舞台芸術協会）日本センター会長。NPO法人KAWASAKIアーツ理事長。平成18年度川崎市文化賞受賞。劇団わが町芸術監督。

地域に根差す文化・芸術の発信地
川崎市アートセンター開館10周年!

川崎市アートセンター開館10周年記念事業
しんゆりシアターミュージカル公演「ねこはしる」

インタビュー／ふじた あさやさん（劇作家・演出家）

　川崎市アートセンターは、小田急線「新百合ヶ丘」駅前に川崎市北部の文化振興の拠点として2007年10月31日にオープンしました。
　「アルテリオ小劇場」と「アルテリオ映像館」という二つの施設を備え、芸術文化に関する豊かな地域資源を持つ新百合ヶ丘駅周辺地
域をより一層活力のあるまちにするため、これまで行われてきた芸術のまちづくりを継承し、発展させることを基本理念としています。
　開館10周年を迎える今年度、様 な々記念事業が行われる予定です。その一つとして、新百合ヶ丘の地で長年愛されてきたミュージカル

『ねこはしる』を10月に上演します。
　初演からこの作品を手掛け、今回も脚本・演出を務めるふじたあさやさんに、この作品の魅力と記念公演にかける思いを伺いました。
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　やはり、芝居でもミュージカルでも、ここ
に来れば良い作品が必ず観られるという
劇場にしたいですから、この繰り返し上演し
てきた『ねこはしる』が、ランクアップしたとこ
ろを見てほしいですね。
　また、和製のミュージカルこそが実は
ミュージカルのあるべき姿なのだというとこ
ろも見せたいと思います。ミュージカルとい
うと、まだまだブロードウェイの作品が主流
ですね。しかし、海外の楽曲に日本語を無
理して当てはめるとアクセントが変わってし
まい、台詞の意味が分からなくなってしまい
ます。これは明治以来、日本に洋楽が入っ
てきた時からずっと未解決の問題です。
　この作品はオリジナルですから、日本語
に合わせて音楽が作られているので、台詞
が自然に聞こえます。日本語の美しさを伝え
られる和製ミュージカルは、絶対に必要な
のです。

地域の劇場を目指して
―― �アルテリオ小劇場の10年間を振り

返っていかがですか。
　川崎市アートセンターには、開館する前
の設計段階から関わっています。
　こういう地域に劇場があることの意味を
問いながら、リージョナルシアター（地域劇
場）を目指してきました。劇場をただの箱で
はなく、活かすためにはどうしたらよいのか
を皆で考えながらの10年だったと思います。
　世界では、劇場＝建物ではありません。

「劇場」と言った瞬間に、そこに劇団があり、
オーケストラがあり、たくさんの人がいて、教
育的機能もある。そういう機能自体を「劇場」
と呼ぶんですね。日本だけは、劇場というと
建物のことを指します。これが、決定的に日
本が世界から遅れているところです。
　劇場を常時拠点として使い、人も育てる。
同時に、地域の人たちに観てもらいたいもの
を発信していく機能を持った劇場となること
を目指して、市民劇団「劇団わが町」を旗揚
げし、ミュージカルや芝居など様々な企画を
立てて毎年積み重ねてきました。

「創造の場」と
「芸術鑑賞の場」という両輪

―― �この劇場の今後について、どのように
お考えですか？

　今後も、この劇場はプロフェッショナルが演
じる良い作品を観ていただくと同時に、地元
の人たちの歌やダンスなども含めた演劇活
動を支える空間でなくてはと思っています。

 公演概要 Information

　地域の人たちは、ここで活動し、観客とし
ても良い物を観て育っていく。良い公演を
観ると、自分たちも演じたくなるんですね。そ
の両輪を上手く繋げていく場としてこの劇
場が機能するように、これからも探っていっ
てほしいです。
　この10年で、明らかにお客さんが育って
きています。これまで新宿や都内の催しを
観に行っていた方々が、「地元で活発に活
動が出来る」「地元で良い物が観られる」
と、喜びの声を聞かせてくれますので、その
声に支えながらやっています。

演劇のもつ力
―― �演劇の可能性についてお聞かせくだ

さい。
　子どもは学校だけでなく、劇場でも育ち
ます。「劇団わが町」には、子どもも在籍して
いますが、僕は子ども扱いしません。「どうい
う風にやってみたい？」と聞いて自分の意
志で表現を決めていくということをやらせ
ています。すると「ここは私の居場所なんだ」
と思い始める。そうなると、子どもでも大人
でも、人間が変わるんですよ。
　演劇は、役者だけでなく観客も変えます。
芝居を観ていると、「私だったらあんなこと
しないのに」とか「よく決意してくれた！」と、
その登場人物の身になって考え、観客自
身の心が動きますね。人を変えるだけの力
が、演劇にはあるのです。

演劇の未来
　アシテジ（国際児童青少年舞台芸術協
会）という、子どものための演劇を作って
いる世界の組織があり、私はその日本セン
ターの代表も務めています。世界と手をつ
なぎながら、子どもたちに見せる演劇のレ
ベルアップを図っています。その大会が、つ
いこの間南アフリカのケープタウンであり、
29時間飛行機に乗って行ってきました。
　この活動で出会った演劇をまもなく川崎
市アートセンターで上演します。7/25（火）に 

「Mr.バンクの魔法のガラクタ～石、棒、折
れた骨～」（オーストラリア）、8/1（火）に「アナ
のはじめての冒険」（チリ）がやってきます。ノ
ンバーバル（言葉を使わない表現）なので子
どもから大人まで楽しめる演劇です。
　東京オリンピックの年には、そのアシテジ
の大会を日本でやることになりました。大変
なことですが、世界の演劇を数多く観ていた
だけるチャンスだと思い、今から楽しみです。

取材日 2017.6.16

ミュージカルワークショップ 2016年8月発表会より 「わが町しんゆり」2012年6月公演より

 「ねこはしる」あらすじ
　ランは小さな黒い毛の子猫。何をしても
のろまでドジっ子。でも気持ちは優しくて、
いつしか池の魚と仲良しになり、2人の心
は寄り添うようになる。
　ところがある日、魚はランの兄弟猫に
見つかり、魚とり競争が始まる。魚はランに

「どうせなら君に食べられたい。でも手加
減しないよ｣と言う。そしてランは……。

 市民劇団「劇団わが町」とは…
　2012年6月に生まれたゆるやかな劇団。
劇団員は地域住民総勢45名。年齢制限は
なく、9−76歳までのメンバーが所属。しん
ゆりシアターのラインナップの一翼を担い、
長期的に様 な々創造活動を行っている。

2017年3月公演より

日程：10/14(土)～22（日）

会場：川崎市アートセンター
　　　アルテリオ小劇場
　　　（小田急線「新百合ヶ丘駅」北口より
　　　徒歩3分）
チケット：一般 3,800円
　　　　中・高・大学生 2,500円
　　　　小学生以下 1,000円
　　　　（全席指定・税込）
　　　　［発売日］2017年8月を予定
チケット取扱い先：
　川崎市アートセンター
　［tel］ 044-959-2255
　　（9：00～19：30、土日祝・原則毎月第二月曜除く）
　［web］ http://kawasaki-ac.jp/th/
　［窓口］ 9：00～19：30
　（原則毎月第二月曜除く）
　お問い合わせ先：
　川崎市アートセンター アルテリオ小劇場
　［tel］ 044-955-0107
　［web］ http://kawasaki-ac.jp/
主催◉川崎市アートセンター  協力◉昭和音楽大学

原作：工藤直子
脚本・演出：ふじたあさや
音楽：西村勝行

川崎市アートセンター開館10周年記念事業
しんゆりシアターミュージカル公演

「ねこはしる」

13：00 14：00 17：00 19：00
14㊏ ●
15㊐ ●
16㊊ 休　　　　　演
17㊋ ●
18㊌ ●
19㊍ 休　　　　　演
20㊎ ●
21㊏ ● ●
22㊐ ●

KAWASAKI ART NEWS 03

Feature 特集



ハンス＝オラ・エリクソン 
パイプオルガン・リサイタル

「早熟の奇才」から「教授」へ、そして、変わらず「自由な音楽人」
〜ハンス＝オラ・エリクソンの素顔〜
我が友ハンス＝オラ
　ドイツの音大に留学してレッスンが始まったころ、私の前にレッスンを受ける金髪
色白で小太りの、愛嬌のあるキューピー人形のような快活な「男の子」がいた。日本
的な師弟関係の風土しか知らず、しかもまだドイツ語がおぼつかなかった私には、先
生と対等に論じ合っているその学生は驚嘆の的だったが、やがて彼が音大でも特別
な存在なことが解ってくる。スウェーデンからやってきたこの青年は、すでに気鋭の作
曲家として頭角を現しており、音大では作曲科とオルガン科に籍を置く有名人で、し
かもホルンを吹く年上の妻がいる早熟の奇才だったのだ。
　しかし、素顔の彼は実に気さくで、私たちはけっこう気が合った。クラスで飲みに行っ
て愛用の嗅ぎたばこを試させてくれたり、学内コンサートでバッハの大きな作品を素晴
らしく演奏した後、練習でぼろぼろになったオルガンシューズを橋の上から川に投げ込
んだり、スウェーデンに帰る時の盛大なさよならパーティーの大騒ぎなど、活き活きとし
た好青年の姿が、柔らかく歌うようなスウェーデン訛りと共に思い出される。
　その彼も今やヒゲもいかめしい「エリクソン教授」になったが、私の中では今でも、
ほがらかで自由な音楽人「ハンス＝オラ」である。久しぶりにあの素晴らしい演奏を
聴くのを楽しみにしている。

松居直美（オルガニスト／ミューザ川崎シンフォニーホール ホールアドバイザー）　

2017年9月16日（土） 
19：00開演（18：30開場）
S¥3,000　A¥2,000
 ［曲　目］
J.S.バッハ：ピエス・ドルグ ト長調 BWV 572
ラモー／レヒシュタイナー：
　歌劇『インドの優雅な国々』から
　「序曲」「優しい愛、人の声」「未開人の踊り」
メシアン：『オルガンの書』から「鳥たちの歌」
J.S.バッハ：パッサカリア ハ短調 BWV 582　他

［お問合せ］ミューザ川崎シンフォニーホール 044-520-0200　　宮前フィルハーモニー交響楽団 044-870-7187（平日9：00～18：00）

ミューザ川崎市民交響楽祭2017　
2017年8月27日（日） 14：00開演（13：15開場）
A ¥1,500　B ¥1,000

 ［出　演］
指揮：横島 勝人　　管弦楽：かわさき市民オーケストラ2017
 ［曲　目］
チャイコフスキー：「眠れる森の美女」組曲　マーラー：交響曲第５番

ミューザ川崎シンフォニーホール＆東京交響楽団
名曲全集 第129回
弟子・佐藤友紀が語る 
名トランペット奏者 マティアス・ヘフス
～「トランペットを吹く」のではなく、
　　　　「音楽を奏でる」スーパープレイヤーです～
　世界の名だたるトランペット奏者たちが、神様のように崇拝するスー
パープレイヤー。マティアス・ヘフス先生は、世界最高峰のトランペット
奏者です。抜群のテクニックと素晴らしい音色だけでなく、音楽的にも
様々な引き出しを持っています。レパートリーはトランペットの曲のみ
にとどまらず、木管楽器のソロの曲などなんでも演奏してしまうので、そ
の姿は「トランペットを吹く」というよりもまさに「音楽を奏でる」アーティ
スト。人柄も素晴らしく、それが彼の音色にすべて表れています。
　私はハンブルク音楽大学に３年間留学し、ヘフス先生に学びまし
た。一緒に楽器を吹いて食事をし、練習や本番から多くのことを学び
ました。2014年には一緒にアルバムも録音しましたが、今も私は彼の
大きな背中を追い続けています。
　最近のヘフス先生は、オーソドックスな作品はもちろんのこと、作曲
家と連携して自分の表現したいことを作品にしてもらうという、彼なら
ではの活動を展開しています。そのパートナーがケルシェック。彼はヘ
フス先生の魅力を最大限に引き出す曲をいくつも書いていて、2016
年に世界初演されたばかりの「ラッパ達が鳴り響く」もそのひとつで
す。ケルシェックの作品はヘフス先生でないと演奏できない難しいパッ
セージが満載で、「ラッパ達が鳴り響く」は客席で吹く9名のバンダ（別
働隊）への要求も高そうです。私たちにとっても大きな挑戦となること
でしょう。　　　  　　 佐藤友紀（東京交響楽団 首席トランペット奏者）　

2017年9月23日（土・祝）14：00開演（13：30開場）
S¥6,000  A¥5,000  B¥4,000  C¥3,000 
 ［出　演］
指揮：ヘルマン・ボイマー
トランペット：マティアス・ヘフス
 ［曲　目］
ドヴォルザーク：交響曲第9番 ホ短調 作品95「新世界より」
ケルシェック：ラッパ達が鳴り響く（日本初演）
ヤナーチェク：シンフォニエッタ

ヘルマン・ボイマー マティアス・ヘフス

お問合せ◉ミューザ川崎シンフォニーホール　［Tel］044-520-0200（10：00～18：00）［チケットカウンター］10：00～19：00）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［Web］ミューザWebチケット　http://muza.pia.jp/ 検索ミューザ  
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アンコール・コンサート出演者募集！
（応募締切：8月24日（木）必着）

プレ企画 10/1の公開レッスン聴講生を募集しています
（応募締切：9月12日（火）消印有効）

★全席指定4,000円  ★学生券（25歳以下の学生）1,500円 （※学生券は、ミューザのチケットカウンターと電話予約のみ）チケット料金（1ドリンク付）

ミューザ川崎シンフォニーホール　
［Tel］044-520-0200（10：00～18：00）　［チケットカウンター］（10：00～19：00）
［Web］ミューザWebチケット　http://muza.pia.jp/  

お問合せ・お申込み

ミューザ 検索

応募方法及び詳細は、
ミューザ川崎シンフォニーホールの
ホームページをご覧ください。
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「眠れる森の美女」組曲



展示－宿場時代の川崎（２階）
江戸時代の川崎宿の歴史や当時の情報があります。
旅人の衣装を着て記念撮影もできます。

展示－江戸から現代へ（３階）
明治以降の川崎市の歴史や、ゆかりの人物などの展示
があります。

「川崎宿で麦わら細工を作ろう」
　川崎宿で土産物として売られていた麦わら細工の制作体験をする講座です。
日　　時：8月17日（木） 10時～16時 ※お弁当は各自持参でお願いします

参 加 費：300円（当日払い）　　
定　　員：先着40名（小学生以下の参加の場合は、保護者同伴）
会　　場：東海道かわさき宿交流館4階 集会室
内　　容：◦午前／麦わら細工 絵はがき作り　　◦午後／麦わら細工 虫かご・うま作り
応募方法：氏名・住所・電話番号を東海道かわさき宿交流館までにご連絡ください。もしくは、１階受付までお越しください。
　　　　　電話：044-280-7321　FAX：044-280-7314
締　　切：8月15日（火）

「うま」「虫かご」

江戸時代の粋に遊ぶ その27
「津軽三味線」−魂の音色−

　解説と体験付き
日時：8月26日（土） １４時～（１３時半開場）
料金：1,500円（税込）
定員：先着80名（事前予約不要）
会場：東海道かわさき宿交流館４階 集会室
出演：小山 慶宗（よしむね）　小山 清雄（せいゆう）

小山 慶宗
1988年生まれ
津軽三味線小山流師範
7歳より津軽三味線小山流総師範小山貢
津慶に師事。「津軽三味線 慶宗会」結成。

小山 清雄
1988年生まれ
津軽三味線小山流師範
14歳の時、津軽三味線小山流総師範小
山貢清世に師事。「津軽三味線 清雄会」
結成。

企画展
歌川国貞 作

「美人東海道」
　国貞が描いた東海道五十三
次、通称「美人東海道」。宿場宿場
の風景に、得意の美人を描いてい
ます。その背景は、主に歌川広重
の保永堂版「東海道五拾三次」な
どを参考にしています。
　国貞と広重の関係など、さまざまな説のある作品をお楽し
みください。
日時：8月5日（土）～9月18日（月・祝） 
　　　9時～17時
　　　前期／8月  5日（土）〜8月27日（日）
　　　後期／8月29日（火）〜9月18日（月・祝）
料金：無料
会場：東海道かわさき宿交流館3階企画展示室
※作品保護のため展示室内の照度を調整しています。
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Culture 歴史・文化

休館日：毎週月曜日。月曜が祝日の場合は、翌日が休館。　アクセス：JR川崎駅 徒歩約10分、京急川崎駅 徒歩約6分



江戸の粋に遊ぶ その25
「清元（きよもと）」

第60回
ラゾーナ寄席

しんゆりジャズスクエアvol.29
野口久和 THE BIG BAND

「名曲全集」第128回

第6回 川崎郷土・市民劇
「南武線誕生物語」

第42回
川崎大師薪能

　2006年に始まり、川崎の歴史や人物を取
り上げてきた川崎郷土・市民劇。
　今回は、開業90周年を迎えた南武線が
誕生するまでの物語を上演しました。
　昨年8月に公募して集まった36名の出演
者たちは、51回の稽古を重ね、本番で熱演
を繰り広げました。
　演技を深めるためのワークショップ、南武
線やアミガサ事件をテーマにしたシンポジウ
ムも盛んに行われました。
　笑いあり涙ありの壮大な物語で、踊りや
歌なども交えた舞台は、連日多くの来場者
でにぎわい、全5回の公演で3780名のお客
様に観劇していただきました。

【お客さまの声より】
◦�ふだん何も考えずに乗っている南武線、

誕生秘話を演劇によって知ることができ
て幸せでした。川崎に住む中高生にも演
劇を通して郷土史を学んでほしいと思い
ました。（60代／女性）

◦�初めて観ましたが、丁寧な劇で感動しまし
た。川崎市の発展に尽くした先人達の偉業
をよく伝えていると思います。（50代／男性）

	 （5月13・14日 多摩市民館、　　　　
	 5月19・20・21日 エポックなかはら）

　初夏の風物詩「川崎大師薪能」を川崎大
師の特設舞台で行いました。
　今年は川崎大師が開創890年を迎えた
ことを記念して、演目も祝言性の高いものが
選ばれました。
　晴天に恵まれた当日。開演前に出演者に
よる解説が行われ、「薪能法楽」、「仕舞」と続
いたのち、火入れ式が行われました。薪に火
が灯されてから、野村萬斎師による狂言「蝸
牛」、観世流宗家の観世清和師がシテ（主
役）を勤め、能「羽衣」が披露されました。
　次第に暗くなっていく闇の中、かがり火に

　江戸の粋に遊ぶシリーズ、今回は「清
元」。清元榮志太夫さんと、三味線の清元雄
二朗さんにお越し頂きました。
　清元は、江戸時代から続く伝統の音楽で
す。語りというよりは「唄い物」の要素が強く、
抒情的で艶っぽいのが特徴。セリフは関東
弁で、あか抜けた調子なので、江戸の人々
には大変人気になったとのことです。また、
歌舞伎の伴奏音楽としても定着しています。
　演目は、「春桜道中双六（さとのはるさくら
どうちゅうすごろく）」「吉原雀（よしわらすず
め）」を披露してくださいました。
　清元の体験は、仮名手本忠臣蔵の道行
で有名な「お軽勘平」の一場面でした。榮志
太夫さんがおっしゃったとおりに声を高くし
抑揚をつけて代表者がチャレンジ。あの歌
舞伎調な独特の「声」やリズムを取るのは、

　6月の寄席は、金原亭小駒さんによる「手
紙無筆」でスタート。続いて、柳家わさびさん
による「だくだく」。絵に描いた家財道具に囲
まれて暮らす男の家に入った泥棒と、家主
とのやり取りが楽しい噺でした。
　中入後は、初音家左橋師匠による「竹の
水仙」。彫刻の名手として知られた左甚五郎
が主人公の噺で、貧しい身なりで酒を飲ん
でばかりの甚五郎と宿屋の主人とのやり取
りがおかしく、会場は笑いに包まれます。最
後は見事なオチでした。
　トリは三遊亭小歌師匠が、先日亡くなられ
た三遊亭圓歌師匠の創作落語「月給日」を
披露。月給日に仲間同士が馴染みの店へ行
き、陽気に騒ぐ様子が楽しい話でした。
　毎月第3火曜日のお楽しみ、ラゾーナ寄
席。人気のお得な会員制度もありますので、
是非お越しください。
	 （6月20日 ラゾーナ川崎プラザソル）

　とろけるような甘いサウンドから、つんざく
ハイトーン、低音びりびりの迫力サウンドま
で色々な音色が楽しめる総勢17名の豪華
編成のビッグバンドを迎え、川崎市アートセ
ンター開館10周年記念公演を開催。
　TAKE  THE  A  TRA INやIN  THE 
MOOD、SING SING SINGなど次 と々名曲
を披露するとともに、1曲ずつ解説を交えた
トークも。満員御礼の客席からは、曲が終わ
るごとに大きな拍手が沸き起こり、興奮冷め
やらぬまま終演を迎え、華やかな10周年の
スタートを切りました。
	 （6月23日 アルテリオ小劇場）

　指揮者・井上道義がセレクトした「狂詩
曲（ラプソディー）」特集。シャブリエ、リスト、
エネスコの個性的な作品が披露されまし
たが、何といっても最後に披露された伊福
部昭、外山雄三の2曲が客席を盛り上げま
した。日本の土俗的なリズムの狂乱は興奮
ものでした！ 上野耕平が独奏を務めた「ド
ビュッシー：アルト・サクソフォンと管弦楽の
ための狂詩曲」も華をそえました。
	 （6月11日 ミューザ川崎シンフォニーホール）

「羽衣」観世清和　撮影 前島写真店

撮影 小池 汪

照らされた天女の舞が美しく、満席の会場
は荘厳な雰囲気に包まれました。

【お客さまの声より】
◦�暗くなった夕闇、薪の炎の色と高貴なやさ

しい香りの中で、初めて薪能を鑑賞でき、
感激いたしました。（60代／女性）

◦�初めに解説があったのですごくわかりや
すく、能が神様に奉納するものという部分
もとても興味があり、また公演をみたいと
思いました。初めてで今回の公演をみら
れたことを嬉しく思います。（40代／女性）

	 （5月23日 川崎大師平間寺）

ちょっと難しいですが、皆さんなりきって披露
してくださいました。
　次回は、8月26日（土）、津軽三味線です。
どうぞお楽しみに。
	 （6月17日 東海道かわさき宿交流館）
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至町田

至町田
至登戸

消防署
●

至新宿
新百合ヶ丘駅

麻生区役所
●

●麻生市民館

●Odakyu OX
　新百合ヶ丘駅入口

昭和音楽大学
北校舎

●

　日本映画大学
　新百合ヶ丘
●キャンパス

●マクドナルド
北口

南口

川崎市
アートセンター●

新百合
21ホール

新百合トウェンティワンホール
450名収容の多目的ホールは、講演会、発表会、展示会、

展示即売会、ギャラリーなど多彩な利用が可能です。
〒215-0004 川崎市麻生区万福寺1-2-2 新百合21地下2階
TEL.044-952-5000　FAX.044-952-1350　
http://shinyuri21hall.jp/

【アクセス】 小田急線「新百合ヶ丘駅」北口より徒歩2分

貸館案内

川崎市アートセンター
アルテリオ小劇場では、演劇やミュージカル、コンサート、

ダンス、発表会、セミナーなど様々な形態での利用が可能です。
〒215-0004 川崎市麻生区万福寺6-7-1
TEL.044-955-0107　FAX.044-959-2200
http://kawasaki-ac.jp/

【アクセス】 小田急線「新百合ヶ丘駅」北口より徒歩3分 至町田

至町田
至登戸

消防署
●

至新宿
新百合ヶ丘駅

●
新百合21

麻生区役所
●

●麻生市民館

●Odakyu OX
　新百合ヶ丘駅入口

昭和音楽大学
北校舎

●

　日本映画大学
　新百合ヶ丘
●キャンパス

●マクドナルド

川崎市アートセンター

北口

南口

貸館案内

ラゾーナ川崎プラザソル

ミューザ
川崎

アトレ川崎

モアーズ

ダイス

川崎ルフロン

川崎駅川崎駅

京急
川崎
駅

京急
川崎
駅

京浜
急行

JR
線

リバーク
ミューザデッキ

ラゾーナ川崎プラザソル
（ラゾーナ川崎プラザ5F）

可動式ひな壇を使用したり、舞台と客席を自由に設定し
たりと、様々な催し物に対応。機材も充実、お客様の構想を基に、理
想の空間づくりをお手伝いいたします。
〒212-8576 川崎市幸区堀川町72-1 ラゾーナ川崎プラザ5F
TEL.044-874-8501　FAX.044-520-9151　http://www.plazasol.jp/

【アクセス】 JR川崎駅西口より徒歩5分

貸館案内

東海道かわさき宿交流館
4階の集会室は、ふれあいネット（川崎市公共施設利用予

約システム）にて利用予約が必要です。 商工会議所
●　 ●DICE

　（ダイス）
●コンビニ

川崎信用金庫●

　●
川崎市役所

JR
川
崎
駅

京
急
川
崎
駅

東海道
かわさき宿
交流館

〒210-0001 川崎市川崎区本町1丁目8番地4
TEL.044-280-7321　FAX.044-280-7314
http://www.kawasakishuku.jp/

【アクセス】 京急川崎駅より徒歩４分、JR川崎駅東口より徒歩９分

貸館案内

←京急川崎駅

東口
バス
ターミナル

京浜急行線

ヨドバシ
カメラ

ルフロンルフロン

アイン
薬局

丸井

JR 至横浜

サンスクエア川崎

太田
総合
病院

CUBE
川崎

日　航
ホテル

JR川崎駅

東口

川崎能楽堂川崎能楽堂

貸館案内
川崎能楽堂

邦楽を中心に創意を生かしたパフォーマンスの稽古、発
表、鑑賞の場としてご利用いただけます。
〒210-0024 川崎市川崎区日進町1-37
TEL.044-222-7995　FAX.044-222-1995　
http://www.kbz.or.jp/facility/noh/

【アクセス】 JR川崎駅東口より徒歩5分

ミューザ
川崎

ラゾーナ
川崎プラザ

アトレ川崎

モアーズ

ダイス

川崎ルフロン

川崎駅川崎駅

京
急
川
崎
駅

京
急
川
崎
駅

京浜
急行

JR
線

リバーク
ミューザデッキ

ミューザ川崎シンフォニーホール
音楽ホール正面入口の向かいに位置する音楽工房は、ピ

アノの発表会、講演会、音楽練習、絵画等の創作活動の発表等、用途
に応じてご利用いただけます。

貸館案内

〒212-8557 川崎市幸区大宮町1310　
TEL.044-520-0100　FAX.044-520-0103　
http://www.kawasaki-sym-hall.jp/

【アクセス】 JR川崎駅西口より徒歩3分、京急川崎駅より徒歩8分

公益財団法人 川崎市文化財団 〒210-0007 川崎市川崎区駅前本町12-1 タワーリバーク3F
TEL.044-222-8821　FAX.044-222-8817　http://www.kbz.or.jp/

アートガーデンかわさき
絵画、彫刻、造形、工芸、写真をはじめとするジャンルを超

えたアートの発表の場です。自由に空間を演出していただけます。
貸館案内

〒210-0007 川崎市川崎区駅前本町12-1 タワーリバーク3F
TEL.044-200-1415　FAX.044-222-8817
http://www.kbz.or.jp/facility/artgarden/

【アクセス】 JR川崎駅東口より徒歩2分、 京急川崎駅より徒歩2分

J
R
川
崎
駅

至
東
京

京急川崎駅

東口バス
ターミナル

アートガーデンかわさき
（タワー・リバーク3F） 

アトレ
川崎

Access Map アクセスマップ



アートガーデンかわさき・市内ギャラリー・美術館等の展覧会情報
●掲載情報は原則入場無料です。ただし、有料マークのある施設は入場料が必要な催し物の情報が含まれています。
●各施設とも、催し物の内容・会期・料金等が変更になる場合がございますので、ご確認の上ご来館ください。　■＝休館日
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ミューザ川崎シンフォニーホール 
4F企画展示室〈幸区〉
幸区大宮町1310　TEL.520-0300　【休館日】8/21（月）

企画展

常設展

第1展示室

第2展示室

第3展示室

アートガーデンかわさき〈川崎区〉
川崎区駅前本町12-1 川崎駅前タワー・リバーク3F　
TEL.200-1415　
【休館日】毎週月曜日

川崎市市民ミュージアム〈中原区〉
中原区等々力1-2（等々力緑地内）　TEL．754-4500
【休館日】毎週月曜日（祝日の場合は開館）

幸市民館市民ギャラリー〈幸区〉
幸区戸手本町1-11-2（幸文化センター内）　TEL．541-3910
【休館日】第3月曜日（祝日と重なる場合は翌日）

川崎市岡本太郎美術館〈多摩区〉
多摩区枡形7-1-5　TEL.900-9898
【休館日】毎週月曜日（祝日の場合は開館）

アート
ギャラリー

企画展

2017
かわさき
平和美術展
8月29日（火）
～9月3日（日）

高津市民館市民ギャラリー〈高津区〉
高津区溝口1-4-1 ノクティ2（12F）　TEL．814-7603
【休館日】第3月曜日（祝日と重なる場合は翌日）

多摩市民館市民ギャラリー〈多摩区〉
多摩区登戸1775-1（多摩区総合庁舎内）　TEL．935-3333　
【休館日】第3月曜日（祝日と重なる場合は翌日）

宮前市民館市民ギャラリー〈宮前区〉
宮前区宮前平2-20-4　TEL．888-3911　
【休館日】第3月曜日（祝日と重なる場合は翌日）

中原市民館市民ギャラリー〈中原区〉
中原区新丸子東3-1100-12 パークシティ武蔵小杉ミッドスカイタワー1、2階
TEL．433-7773　
【休館日】第3月曜日（祝日と重なる場合は翌日）

麻生市民館市民ギャラリー〈麻生区〉
麻生区万福寺1-5-2　TEL．951-1300
【休館日】第3月曜日（祝日と重なる場合は翌日）

國藝書道院学生展
8月8日（火）～12日（土）

ノー・ウォー横浜 in 川崎展
8月1日（火）～6日（日）

夏休み臨時閲覧席  ～8月7日（月） 夏休み臨時閲覧席  ～8月31日（木）

川崎市立橘高等学校
漫画研究部夏季イラスト展
～8月2日（水）

第25回 はり絵ポピー作品展
8月4日（金）～9日（水）

プレイ スNYG第1回展
  8月11日 （金・祝）～16日（水）　

きらく写真展
8月18日（金）～23日（水）※21日休館

とうゆう会仲間たち展
8月25日（金）～30日（水）

萌の会 日本画作品展
8月4日（金）～9日（水）

カメカメ元気会 元気な子ども展
8月18日（金）～23日（水）※21日休館

彩会展
8月25日（金）～30日（水）

宮前区 老人クラブ連合会
 趣 味の作品展　

  8月11日 （金・祝）～16日（水）　

イリスの会展
8月4日（金）～9日（水）

おやじ考作品展
8月18日（金）～23日（水）※21日休館

アトリエさんぼく展
8月25日（金）～30日（水）

木鳥と焼絵
～8月2日（水）

川崎市に残っている
江戸時代の古文書展
～8月2日（水）

（注）会期、時間等は各団体により、変更になることがありますので、ご確認の上ご来場ください。

有料 常設展「岡本太郎と巴里」展 
～10月22日（日）  

有料 企画展「岡本太郎と遊ぶ」展  ～10月15日（日）  
観覧料：一般900円、高・大学生・65歳以上700円、中学生以下無料

有料 からくりトリックの世界 「服部正志  トリック3Dアート」展（企画展示室１） ／「高橋みのる  現代からくりアート」展（企画展示室2）～8月20日（日）   観覧料：一般500円、65歳以上・大学生・高校生400円、中学生 以下無料 ※左記料金で企画展示室1・2ともにご覧いただけます。 

福田繁雄の視覚トリック展  ～8月20日（日） 

追悼 松本俊夫（1932－2017） 映像の反現実的・幻想的・魔術的な表現 を求めて
～8月20日（日） 

観覧料：～10月15日（日）／一般900円、高 ・大学生・65歳以上700円、中学生以下無料※企画展と常設展のセット料金です。
　　　　10月17日（火）～22日（日）／一般 50 0円、高・大学生・65歳以上300円、中学生以下無料

第64回 日本ジュニア展
8月23日（水）～27日（日）

クールシェア推進事業　～9月6日（水）※21日休館

「服部正志 トリック3Dアート」展
（企画展示室１）
服部正志《アラビアの魔法の本》2013年

「高橋みのる 
　現代からくりアート」展
（企画展示室2）
高橋みのる《カバの歯磨き》2000年

夏休み子どもあそびランド
2017

　8月20日（日）　

第19回 
響け！みやまえ太鼓ミーティング

8月26日（土）

宮前障がい者施設作業所等
連絡会展示室

8月5日（土）～9日（水）

第41回こども絵画コンクール
8月26日（土）

さいわい子ども
エコフェア
8月9日（水）
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アートガーデンかわさき・市内ギャラリー・美術館等の展覧会情報
●掲載情報は原則入場無料です。ただし、有料マークのある施設は入場料が必要な催し物の情報が含まれています。
●各施設とも、催し物の内容・会期・料金等が変更になる場合がございますので、ご確認の上ご来館ください。　■＝休館日 Event Calendar
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多摩市民館市民ギャラリー〈多摩区〉
多摩区登戸1775-1（多摩区総合庁舎内）　TEL．935-3333　
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ノー・ウォー横浜 in 川崎展
8月1日（火）～6日（日）

夏休み臨時閲覧席  ～8月7日（月） 夏休み臨時閲覧席  ～8月31日（木）

川崎市立橘高等学校
漫画研究部夏季イラスト展
～8月2日（水）

第25回 はり絵ポピー作品展
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  8月11日 （金・祝）～16日（水）　

きらく写真展
8月18日（金）～23日（水）※21日休館

とうゆう会仲間たち展
8月25日（金）～30日（水）

萌の会 日本画作品展
8月4日（金）～9日（水）
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8月18日（金）～23日（水）※21日休館
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8月25日（金）～30日（水）

木鳥と焼絵
～8月2日（水）

川崎市に残っている
江戸時代の古文書展
～8月2日（水）

（注）会期、時間等は各団体により、変更になることがありますので、ご確認の上ご来場ください。

有料 常設展「岡本太郎と巴里」展 
～10月22日（日）  

有料 企画展「岡本太郎と遊ぶ」展  ～10月15日（日）  
観覧料：一般900円、高・大学生・65歳以上700円、中学生以下無料

有料 からくりトリックの世界 「服部正志  トリック3Dアート」展（企画展示室１） ／「高橋みのる  現代からくりアート」展（企画展示室2）～8月20日（日）   観覧料：一般500円、65歳以上・大学生・高校生400円、中学生 以下無料 ※左記料金で企画展示室1・2ともにご覧いただけます。 

福田繁雄の視覚トリック展  ～8月20日（日） 

追悼 松本俊夫（1932－2017） 映像の反現実的・幻想的・魔術的な表現 を求めて
～8月20日（日） 

観覧料：～10月15日（日）／一般900円、高 ・大学生・65歳以上700円、中学生以下無料※企画展と常設展のセット料金です。
　　　　10月17日（火）～22日（日）／一般 50 0円、高・大学生・65歳以上300円、中学生以下無料

第64回 日本ジュニア展
8月23日（水）～27日（日）

クールシェア推進事業　～9月6日（水）※21日休館

「服部正志 トリック3Dアート」展
（企画展示室１）
服部正志《アラビアの魔法の本》2013年

「高橋みのる 
　現代からくりアート」展
（企画展示室2）
高橋みのる《カバの歯磨き》2000年

夏休み子どもあそびランド
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　8月20日（日）　
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響け！みやまえ太鼓ミーティング

8月26日（土）

宮前障がい者施設作業所等
連絡会展示室
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第41回こども絵画コンクール
8月26日（土）
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8月9日（水）
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夏休み特別企画！
触って、入って、体験する

「からくりトリックの世界」へ
ようこそ！
　等身大の飛び出すグラフィック
アートの中に入って写真を撮った
り、大小さまざまな木製のからくり玩具に触れて遊んだり…。
　大人から子どもまで一緒に楽しめる企画展です！

川崎市市民ミュージアム〈中原区〉 川崎市岡本太郎美術館〈多摩区〉

多摩区枡形7-1-5　TEL.900-9898　FAX.900-9966
【アクセス】 �小田急線向ケ丘遊園駅南口徒歩17分、北口バス約10分 
　　　　　 専修大学前下車徒歩6分　

【開館時間】 9：30〜17：00（入館16：30まで）　
【休 館 日】 月曜日（7月17日、9月18日、10月9日を除く）、
　　　　　 7月18日（火）、9月19日（火）、10月10日（火）
http://www.taromuseum.jp

登戸駅
向ケ丘遊園駅

稲生橋交差点

JR南武線

府中街道
川崎市生田緑地

至川崎

至川崎

至新宿

至町田

至立川

至府中
小
田
急
線

世
田
谷
町
田
線

至
町
田

至
渋
谷

川崎市
岡本太郎美術館

日本民家園

中原区等々力1-2（等々力緑地内）　TEL．754-4500　FAX．754-4533　
【アクセス】� 武蔵小杉駅北口バス約10分、溝の口駅ノクティ側バス約20分
【開館時間】 9：30～17：00（入館16：30まで）　
【休 館 日】 毎週月曜日（7月17日は開館）、7月18日（火）
http://www.kawsaki-museum.jp/

多摩川

JR南武線

多摩沿線道路

中原
街道

北口バス乗り場

●会館とどろき

武蔵中原

府中街道（国道403号）

新
丸
子

多摩川

武
蔵
小
杉

川崎市市民
ミュージアム

Twitter InstagramFacebookホームページ

◦ホームページ、Twitter、Facebook、Instagramにて情報発信中！

7月22日・29日、8月5日・12日・19日の土曜日は19時まで開館!
 企画展／開催中～8月20日（日）
からくりトリックの世界 
◦「服部正志  トリック3Dアート」展（企画展示室１）
◦「高橋みのる  現代からくりアート」展（企画展示室2）

◦ホームページ、
　Facebookにて
　情報発信中

Facebookホームページ

展覧会料金等
観覧料／一般900（720）円、高・大学生・65歳以上700（560）円、中学生以下無料
　　　　（　）内は20名以上の団体料金
休館日／月曜日（9月18日、10月9日を除く）、9月19日（火）、10月10日（火）

◦観覧料：一般500円（400円）、
　　　　　65歳以上・大学生・高校生400円（300円）、中学生以下無料
　　　　　（　）内は20名以上の団体料金
　　　　　※�上記料金で企画展示室1・2ともにご覧いただけます。

◆関連イベント
においで遊ぶ
◦内容：�太郎が描いた「遊ぶ字」をさまざまな「におい」から想像

してみましょう。
◦日時：8月6日（日）13：30～15：30（受付13：00）
◦講師：井上尚子（美術作家）
◦対象：4歳以上（10歳までは保護者同伴）　◦定員：20名
◦場所：企画展示室、創作アトリエ　◦料金：無料（要観覧料）
◦申し込み：電話での受付（7月19日10：00から受付開始。先着順）
爆発的な詩と漫画に挑戦！
◦内容：�太郎の作品を感じてことばを生み出し、爆発的な詩をつくります。できた詩の

イメージを漫画にしてみましょう。
◦日時：8月11日（金・祝）10：00～15：00
◦講師：田中庸介（詩人）、横山裕一（漫画家/美術家）
◦対象：15歳以上　◦定員：30名　◦場所：創作アトリエ、企画展示室
◦料金：1,000円（要観覧料）　
◦申し込み：電話での受付（7月26日10：00から受付開始。先着順）

◆その他のイベント
美術館探検ツアー
◦内容：�見おとしがちだったり素通りしてしまったりする作品や展示空間をみるツアー

です。いつもとは違った角度から美術館をみることができ新しい発見が！
◦日時：8月2日（水）13：30～15：00（受付13：20）
◦対象：小学4年～中学生　◦定員：20名　◦場所：常設展示室 他　
◦料金：無料　◦申し込み：電話での受付（7月19日10：00から受付開始。先着順）

「夏休みの宿題手伝います」ツアー
◦内容：�美術館見学が夏休みの課題として出されている中学生の皆さんへ、一緒に

作品をみたり太郎の思いや考えにふれたりしてみませんか。
◦日時：8月22日（火）、23日（水） 各日10：00～11：00
◦対象：中学生　◦場所：常設展示室、企画展示室　◦料金：無料
◦申し込み：不要。当日10：00までにエントランスにお越しください。

　岡本太郎にとって、フランスのパリ市は重要な都
市の１つでした。1930年から1940年まで過ごした
パリで、世界中から集まった芸術家たちに揉まれな
がら、岡本は独自の個性を確立しました。そのため、秘書であり養女となっ
た岡本敏子は、「岡本太郎は、戦前のパリで『岡本太郎』になった」と述べ
ています。
　また、小説家であった母・岡本かの子の小説『巴里祭』の増刷版（1941
年刊）のために、装丁画として、パリの風景画も描いています。
　本展では、岡本太郎のパリでの活躍を中心に展示構成し、東京とはち
がった、パリでの「岡本太郎」をご紹介します。

 常設展／開催中～10月22日（日）

「岡本太郎と巴里」展
岡本太郎 《森の掟》 1950年

 企画展／開催中～10月15日（日）

「岡本太郎と遊ぶ」展
　岡本太郎は「遊び」について、「『遊び』と『お遊
び』とは全然違う。『遊び』は真剣な、全人間的な、
つまり命のすべてをぶつけての無償の行為だ。」と
言っています。
　岡本にとって「遊び」とは、自分自身の芸術活動
そのものだったともいえるでしょう。岡本が命のすべ
てをぶつけて生み出した作品と、その作品に向き合
う私たちも、真剣に遊んでみませんか。
　本展では、「岡本太郎と遊ぶ」をキーワードに、岡本の作品を紹介するととも
に、体のさまざまな感覚をつかって作品を感じる展示やイベントを行います。

「岡本太郎と遊ぶ」展ポスター

【上映作品・スケジュール】
◦『この世界の片隅に』
　8月5日（土）11：30～／14：30～、
　6日（日）・13日（日）各日11：30～
◦2本立て 
　〔1〕『平和記念都市ひろしま』＋〔2〕『原爆の子』
　8月6日（日）14：30～、19日（土）11：30～
◦2本立て〔1〕『生きていてよかった』＋〔2〕『千羽鶴』
　8月12日（土）11：30～
◦『河　あの裏切りが重く』　8月13日（日）・19日（土）各日14：30～
◦『硫黄島』　8月11日（金・祝）11：30～、20日（日）14：30～
◦『最後の女たち』　8月11日（金・祝）14：30～、20日（日）11：30～
◦2本立て〔1〕『煙突屋ペロー』＋〔2〕『時計は生きていた』
　8月12日（土）14：30～

■映画で見る平和への願い
◦日　程：8月5日（土）～8月20日（日）の土日祝
◦料　金：1プログラムにつき
　　　　　一般600円／65歳以上･大学生･高校生500円／小中学生400円
　　　　　（未就学児、障害者手帳等をお持ちの方及びその介護者無料）

 映画上映

©こうの史代・双葉社／
「この世界の片隅に」製作委員会

 同時開催／開催中～8月20日（日）	 観覧料：無料
◆福田繁雄の視覚トリック展
　1F アートギャラリー3
　★学芸員によるギャラリートーク
　　日時／8月19日（土）14：00～

福田繁雄
《LOOK1－15人のアーティスト展》

1985年、103×72.8cm

「エクスパンション」
1972年 14分 カラー

「エクスパンション」
1972年 14分 カラー

「エクスタシス」
1969年 10分 B&W

「アートマン」
1975年 11分 カラー

◆追悼 松本俊夫（1932−2017）
　映像の反現実的・幻想的・
　魔術的な表現を求めて
　1F アートギャラリー2
　★学芸員によるギャラリートーク　日時／7月30日（日）14：00～

回遊美術館Ⅲでの
展示風景
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アルテリオ小劇場

貸館のご案内
アルテリオ小劇場では施設の貸出を行っております。演劇やミュージカル、コンサート、ダン
ス、発表会、セミナーなど様々な形態でご利用頂くことが可能です。基本形式193席の客
席を有し、３室可動間仕切りの楽屋や工房（舞台の道具作成や楽屋代わりとしてもご利
用可）もございます。詳細はWEBまたは川崎市アートセンターまでお問い合わせください。

お問合せ：川崎市アートセンター TEL.044−955−0107　http://kawasaki-ac.jp

神田紫が怪談「番町皿屋敷」を披露！
　日本三大怪談の一つで、「一枚、二枚…」と皿を数える台詞でお馴染みの名作

「番町皿屋敷」に女流講談師・神田紫が挑む。
　「皿屋敷」を元にした怪談話は全国各地にあり、その土地によって物語が少し
異なる。「番町皿屋敷」は、江戸の番町（千代田区）を舞台とし、播州（兵庫県南西
部）を舞台にした「播州皿屋敷」を元に岡本綺堂が大正5年に創作した作品。

 第53回川崎市アートセンター

しんゆり寄席

2017年8月26日（土） 14：00開演 ※開場は開演の30分前

【出演者】 神田 紫、桂米多朗、昔昔亭A太郎、春風亭昇市
【チケット】 一般2,000円／学生1,000円（全席自由・税込） ※未就学児童のご入場はご遠慮下さい。

【お知らせ①】�終演後、演者との交流会を開催します。噺家たちとお話ししてみませんか。ご希望の方は公演当日受付にてお
申込下さい。（1時間程度、参加費1,000円）

【お知らせ②】仲入りで演者からのプレゼントが当たる抽選会を開催。

★大旦那衆セット、プレミアムセット★
年間１０回開催する「しんゆり寄席」で、いつでもご利用頂けるセット券。お一人で毎月通うも、お連れ様とご一緒でもお使い頂けます。
　◦プレミアムセット：4枚1組 6,000円　◦大旦那衆セット：10枚1組 12,000円
※有効期限は2018年3月公演までとなります。払い戻しは致しません。

桂米多朗神田 紫

 チケット取扱い：川崎市アートセンター
［tel］ 044-959-2255（9：00～19：30、土日祝・原則毎月第二月曜除く）　　［WEB］ http://kawasaki-ac.jp/th/
［窓口］ 9：00～19：30（原則毎月第二月曜除く）
◦ジャズスクエアの電話予約はマイタウンチケットセンターでのみお取扱いしております。
　044-954-9990（月～金、10：00~18：00）
◦学生券は窓口のみ取扱い。要学生証提示。　◦セット券は窓口とお電話のみ取扱い。

 しんゆりジャズスクエアvol.30

ジャズ生誕100周年記念  豪華アンサンブルの世界 

　2017年は、初めてジャズのレコードが録音されてから100周年の記念の年です。ジャズの魅力は、アドリブとアンサンブル。
その両方をたっぷり楽しめる豪華な3管編成に、ヴォーカルナンバーも。昭和音楽大学の講師・OB・現役が総力を結集し、更
にオーストラリアからミュージシャン達がゲスト参加!

〈予定曲〉Take The A Train、Moon River、Fascinating Rhythm、The Entertainer  ほか
2017年9月29日（金） 19：00 ※開場は開演の30分前

【出演者】 守屋純子（P）、小山太郎（Ds）、今野颯平（B）、三上貴大（Tp）、真野崚磨（Sx）、ユーリック武蔵（Vo）、中川颯子（Sx）、ゲスト：wayjo
【チケット】 3,500円（全席自由・税込）　２枚セット券：6,000円／４枚セット券：10,000円

守屋純子 小山太郎 今野颯平 三上貴大 真野崚磨 中川颯子 ゲスト wayjoユーリック武蔵
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第三火曜日第三火曜日ラゾーナ寄席ラゾーナ寄席
毎月

2017
のお楽しみ

■会　場…ラゾーナ川崎プラザソル
　　　　　〒212-8576  川崎市幸区堀川町72-1 ラゾーナ川崎プラザ5F
■出　演…桂藤兵衛・初音家左橋・柳家ほたる・春風亭一猿
■入場料…全席自由2,000円・25歳以下1,000円
　　　　　　　　　　（終演後のおたのしみ“交流会”…希望者のみ・参加費1,500円）

■予約･お問合せ／ラゾーナ川崎プラザソル
　　　　　　　　　電話 044-874-8501　FAX 044-520-9151　
　　　　　　　　　E-mail：info@plazasol.jp　http://www.plazasol.jp

8月15日（火） 17：30受付開始/18：00開場/18：30開演
※当日券は18：00から販売します

桂藤兵衛

主催：（公財）川崎市文化財団　川崎市川崎区駅前本町12-1 川崎駅前タワー･リバーク3F　TEL.044-222-8821／FAX.044-222-8817
＊開演後はご入場いただけない場合がございます。また、出演者等変更になる場合がございますので予めご了承ください。なお、ご購入いただいたチケットのキャンセルや変更はできません。

12
時
30
分
開
場

13
時
00
分
開
演

第
一
部15

時
00
分
開
場

15
時
30
分
開
演

第
二
部

能「清経」 鵜澤 光
撮影：前島吉裕

昆
布
売  【
こ
ぶ
う
り
】

竹
山 

悠
樹（
和
泉
流
）

狂
言

清
経  【
き
よ
つ
ね
】

観
世 

銕
之
丞（
観
世
流
銕
仙
会
）

能

因
幡
堂  【
い
な
ば
ど
う
】

野
村 

太
一
郎（
和
泉
流
）

狂
言

鵜
飼  【
う
か
い
】  

鵜
澤
　久（
観
世
流
銕
仙
会
）

能

第
一
一
一
回  

川
崎
市
定
期
能

能
と
狂
言

◆
平
成
29
年
9
月
9
日（
土
）

◆
会
場：川
崎
能
楽
堂

◆
入
場
料：各
部 

4
、0
0
0
円

3
、0
0
0
円

U
25

※

脇
正
面
、中
正
面
エ
リ
ア
の
み
選
択
可
。25
歳
以
下
の
方
。

　購
入
時
に
生
年
月
日
の
わ
か
る
身
分
証
明
書
を
お
持
ち

　く
だ
さ
い
。

（
全
席
指
定
）

能「鵜飼」九世観世銕之丞
撮影：駒井荘介

◆チ ケ ッ ト 発 売 日／平成29年8月2日（水） 午前9時より川崎能楽堂窓口にて発売（先着順）  ＊残券があれば、同日正午より電話でも販売いたします。
◆チケット取扱･お問合わせ／川崎能楽堂 TEL.044-222-7995  川崎市川崎区日進町1-37
◆受付時間／窓口・電話 9：00～17：00 ＊但し初日のみ電話受付は正午から。窓口完売の際は電話での受付はいたしません。

第62回

公益財団法人 川崎市文化財団
かわさきアートニュースの制作には、川崎市文化振興基金が活用されています。

〒210-0007 川崎市川崎区駅前本町12-1（リバーク３F）　
TEL.044（222）8821（代表）  FAX.044（222）8817
http://www.kbz.or.jp
平成29年8月1日発行 ◉印刷・製本／八幡印刷㈱ TEL.044-542-2311

川崎市文化財団
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